
局所麻酔で眼科手術を受けられる方へ

手術終了～退室まで麻　酔・手  術手術室入室～麻酔まで手術室準備室(入り口)

医師・看護師が出迎え、
付き添って御案内いたします。

帽子をかぶりテープで固定します。
手術する側の頬部にテープで印をします。

麻酔の点眼をします。

以下の確認を行います。
　お名前
　リストバンド
　手術部位（右眼・左眼・両眼）

歩行が可能な方は、歩いて入室していただきます。
ベッドでの入室の場合には、手術室入口で専用のベッド
（ストレッチャー）に移ります。
また、車椅子での入室も可能です。

手術室内への御案内は
歩いて来られた方　：歩行
車椅子で来られた方：車椅子
ベットで来られた方：ストレッチャー
で行います。

手術する側の眼の洗眼・消毒をします。
消毒の際、薬が眼にしみる事があります。

　※消毒が終わりましたら、合図があるまで
　　眼は閉じたままでいて下さい。
　　また、手を顔に持っていかないで下さい。

手術用ベッドに移動します。

病棟からの点滴を使って抗生剤の投与を行います。

手術中に痛みがある場合には遠慮なくお知らせ下さい。
痛み止めの薬を追加します。

顕微鏡を使って眼の手術を行います。

病棟へ帰る準備をします。

顔の消毒液を拭いてガーゼを当て、
絆創膏でとめます。

心電図、血圧計、酸素のモニターを
はずします。

心電図、血圧計、酸素のモニターをつけます。
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お話はできます。 お話はできます。 お話はできます。 お話はできます。

手術後は片目になるので移動などの際、
ご注意下さい。

痛いところやしびれるところが
あれば、お知らせください。

仰向けで、両腕は伸ばして身体の横に付けます。

膝は曲げることが可能ですので、
腰痛などで希望される方は
声を出してお知らせ下さい。

車椅子またはストレッチャーに移り、
退室します。
 
ストレッチャー移動の方は、手術室入口で
もう一度病棟のベットに移って頂きます。

車椅子またはストレッチャーに移り、
手術室入口まで御案内します。
 
ストレッチャー移動の方は、手術室入口で
もう一度病棟のベットに移って頂きます。
担当の医師・看護師が介助いたしますので、
指示に従って下さい。

注．上記内容は手術や病状により変更することもあります。　手術・麻酔の具体的内容につきましては、担当医師にお聞き下さい。 兵庫医科大学病院　中央手術部

手術する目と同じ側に補聴器を装着している場合には
補聴器を外していただく場合があります。

受け持ち看護師が退室まで、そばにいます。

寒い、痛いなど不都合なことがありましたら
遠慮せずに声を出してお知らせ下さい。

手術中の注意!!
　顕微鏡を使うので急に身体を動かさないでください。

　下記のような場合には声を出してお知らせ下さい。
　　痛みがある
　　気分が悪い
　　咳が出る
　　姿勢を変えたい　など

お手洗いに行きたい場合には
ベット上で対応しますのでお知らせ下さい。

局所麻酔のため、触っている感じは分かります。

顔の上に清潔な布をかけます。
手術をする場所に、麻酔の注射をして、
手術を行います。

服装は病衣に加えて肌着・ズボン・靴下などを
着用して頂いても構いません。
（肌着は消毒液で濡れても構わない物にして下さい）

以下の物を身につけるのは避けて下さい。
　貴金属（眼鏡、ピアス、指輪、ヘアピン）
　コンタクトレンズ、入れ歯、
　マニュキュア・ペディキュア

髪の長い方はゴムでまとめておいて下さい。

補聴器は持ち込み可能です。

服装やその他の事については
お気軽にご相談下さい。
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手術が終わりましたら、
病棟に帰ります。

平成　　　　年　　　月　　　日

      眼科       病棟                  様 説明看護師           
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